
　８月２日（金）に西美濃農業協同組合（大垣市）より、レジ
袋削減を目的とした有料化に伴う販売収益金の9,180円と
人形供養祭開催に伴う参列者の志の一部から22,000円を
寄附いただきました。この寄附は、町の環境保全活動なら
びに子育て支援の充実を願い、毎年行われています。
　田中太一常務理事は「ほとんどのお客さまがマイバッグ
を持参して来店されるので、レジ袋が利用されることも本
当に少なくなりました。皆さまの環境美化意識が年々高く
なってきているのだと思います。環境保全活動や子育て支
援の充実を進めていく手助けのため、今後も寄附を続けて
いきたいです」と話しました。

　青少年の健全育成および地域安全を目的として実施され
る夜間合同パトロールの出発式が７月27日（土）に行われま
した。親孝行と生涯学習を進めるまち養老推進会議、養老・
上石津地区地域安全指導員、養老警察署が合同で、夏休み
期間中に町内の商業施設やコンビニ、養老鉄道各駅、公共
施設などを巡回し、異常がないか確認することで、犯罪の
ない安全で安心なまちづくりに寄与し、子どもたちが犯罪
に巻き込まれることを未然に防ぐことを目的としています。
　参加者らは「これからも見回りなどの地道な活動を継続
し、安全で安心なまちづくりのために地域を見守っていき
たいです」と話しました。
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　７月15日（月）に町総合体育館にて養老町制施行70周年
記念　高田地区一斉ラジオ体操のつどいが開催され、６時
30分から始まるラジオ放送に合わせて、会場に集まった高
田地区の住民が一斉にラジオ体操を行いました。雨が続い
ていた中でしたが、体育館内で実施することで天気に左右
されることなくラジオ体操を実施することができました。
　参加者はラジオ体操によって全身を動かし、深呼吸する
ことで心地よい汗をかき、１日の始まりを爽やかな朝で迎
えました。地区住民同士で呼びかけ合うことで多くの参加
者が集まり、普段の生活において運動不足な人たちも健康
な身体づくりについて考える良い機会となりました。

　７月８日（月）に現役力士である宇良関が養老福祉作業所
を訪問し、利用者らとの交流会が開催されました。この会
は、養老炎鵬クラブ支部が主催の「第２回養老ちびっ子相
撲」の開催を記念し、サプライズで行われました。同クラ
ブは相撲がさらに広く、多くの人に愛される競技となるこ
とを願い、相撲の魅力を伝え、普及するために活動してい
ます。
　利用者は突然の訪問に驚きながらも握手を求めるなど宇
良関を歓迎し、一緒に記念撮影をしたり、たくさんの質問
を投げかけるなど、とても楽しい時間を過ごしていました。
宇良関のやさしい人柄や丁寧な対応に、参加した全員が笑
顔になるとても良い会となりました。
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　第23回全国小学生倉敷王将戦　岐阜県大会低学年の部で
優勝し、岡山県倉敷市で開催される全国大会へ出場する安
田清流選手が７月30日（火）に川地憲元町長を訪問しました。
　川地町長は「一握りの人にしか行けないさらに上の世界
を目指し、全国大会でも自分の将棋を指して、良い結果を
聞かせてください」とエールをおくり、安田選手は「県予選
では少し危ない場面はありましたが、優勝することができ
ました。全国大会でも得意の“早繰り銀”を駆使して、元気
な攻めの将棋をして優勝したいです。将来は活躍するプロ
棋士になりたいです」と、大会や将来に向けて意欲を話し
ました。
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　７月23日（火）に町中央公民館　中ホールにて養老町人権
教育推進委員会が令和６年度人権教育研修会を開催しまし
た。東京大学先端科学技術センター特任教授／経済同友会
会員／認定ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センター・むす
びえ理事長の湯浅誠さんを講師として迎え、「地域の居場
所と私たちの地域・社会」を演題とした講演が行われました。
　講演では、湯浅さん自身の経験や研究結果から、居場所
の数と幸福度の関係性について述べられました。参加者は
自分の居場所がどこにあるのか、またいくつあるかなどを
確認し、それが幸せに結びついていることを再認識すると
ともに、居場所づくりをすることが地域の未来に繋がるこ
とを学びました。

　夏の交通安全県民運動にあわせて、町、養老警察署、養
老地区交通安全協会が合同で、町内スーパーなどでの交通
安全啓発や町内小学校における登下校時の交通安全指導、
名神高速道路養老ＳＡでのシートベルトの全席着用や飲酒
運転の根絶などの呼びかけを行うなど、町内全地区で交通
安全の街頭啓発および広報活動を実施しました。
　７月11日(木)の西濃地区「交通安全の日」には、自動車の
往来の多い交差点や通学路などに警察官や各分会の交通安
全協会の役員が立ち、子どもと高齢者の交通事故防止や横
断歩道における歩行者最優先の徹底についてなどを呼びか
けました。

　７月５日（金）に町赤十字奉仕団による炊き出し講習会が
行われました。家庭に常備されている備蓄品や食材を使っ
て作ることができるメニュー（ハヤシライスやココアぜん
ざいなど）を、災害発生時に電気や水などのライフライン
が遮断された状況を想定して、30人分調理しました。
　町赤十字奉仕団は、人道・博愛の精神のもと、地域社会
に貢献するため、募金活動やボランティア活動、高齢者や
被災者、障がい者を励ますための友愛活動を行っています。
平日の活動に参加可能で、誰かの助けになりたいという気
持ちを持った人のご参加をお待ちしています。男女問わず、
どなたでも参加いただけますので、興味がある人は町社会
福祉協議会（☎34-3504）までお問い合わせください。
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